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研究の概要
複数の博物館の学習プログラム情報を、科学リテラシーの向上を目的とした共通の枠組みで 

データベース化する。そして博物館利用者がそのデータベースを使い、学んだ成果を確認し、 

社会に還元するシステムを研究開発することによって、知の循環型社会における科学リテラ 

シーの向上に資する博物館活用モデルの活用と新たな博物館機能の構築を目的としている。
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１．研究開始当初の背景
平成 20 年の生涯学習審議会答申では、自

立した個人や地域社会の形成に向けた生涯
学習振興の重要性が強調されている。これは、
地域の課題に対し協働して解決していくた
めに、個人が学習成果を社会に還元し、地域
全体の教育力を向上させる「知の循環型社会」
の構築を目指すものである。第 4 期科学技術
基本計画では、地域に根ざした科学コミュニ
ケーションを推進し、人々が対話を通じて科
学技術の知識を活用できる科学リテラシー
の向上を目指している。地域において知の循
環型のシステムが機能するためには、科学コ
ミュニケーションによる知の還元が求めら
れており、それを支える博物館の機能の解明
と構築が必要である。

日本学術会議「日本人が身につけるべき科
学技術の基礎的素養に関する調査研究」では
成人段階を念頭に日本人が持つべき科学リ
テラシーの内容が策定された。それを受け研
究代表者は、科学リテラシーを生涯にわたり
定着する方法を探るために平成 19～22 年度
において基盤研究(A)「科学リテラシー涵養に
資する科学系博物館の教育事業の開発・体系
化と理論構築」を実施した。この研究では「科
学リテラシー涵養のための世代別枠組み（以
下「世代別枠組み」と表記）」に基づき科学
系博物館の学習プログラムを開発した。

上記の研究過程で以下の二つの課題が明
らかになった。①「世代別枠組み」は学習プ
ログラムの提供機関である博物館が主体と
なって開発したものであり、博物館の運営に

は有効であるが、利用者が活用しやすい枠組
みかどうかの検証が必要であること。②科学
リテラシーが向上した個人が学習成果を社
会に還元して、人々の科学リテラシーの向上
を図る双方向性の学習プログラム等の研究
が不十分であること。そこで、異なる館種の
博物館や地域での連携を通じて、博物館の資
源を活用しやすい形態で利用者に提示し、博
物館で活動した成果を人々と共有し、人々の
生涯学習の振興に資する博物館機能の構築
が必要との発想に至った。

２．研究の目的
本研究では、複数の博物館等が連携し、博

物館利用者の学習過程を記録・提示すること
を通じて、世代や館種に応じた博物館活用モ
デルを社会に還元できる対話型博物館生涯
学習システムを構築する。具体的には、複数
の博物館（北海道、東北、関東、関西、九州
の 5 地区，約 20 機関）が開発した学習プロ
グラム等の情報を、人々の科学リテラシーの
向上を目的とした共通の枠組みで蓄積する。
そして、博物館利用者がそれらを活用して学
んだ成果を確認し、さらにその学習方法や成
果を社会に還元するシステムを開発する。そ
れによって、知の循環型社会における科学リ
テラシーの向上に資する博物館活用のモデ
ルを確立し、博物館の新しい機能である対話
型博物館生涯学習システムの構築すること
を目的とする。

３．研究の方法

知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 
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(1)個人の学習成果を明確にするために、「世
代別枠組み」に基づいた博物館の学習プログ
ラムのデータベースを構築・運用し、博物館
利用者が学習プログラムを体験し、その成果
を確認するシステム「科学リテラシーパスポ
ート」を構築する。これによって、利用者は
博物館の学習資源を選択する傾向や動機を
自己認識し、自分の学びを評価できる。博物
館は、博物館活用事例のデータベースとして
利用でき、活用傾向を分析して、人々が博物
館に求める課題を抽出し、世代別・館種別に
博物館活用事例を集積し、発信できる。 
(2) 「科学リテラシーパスポート」を利用し
て、次のような循環過程を通じて対話型生涯
学習システムを構築する。①博物館利用者の
活用事例の集積と分析、②利用者の科学リテ
ラシー変容の把握、③科学リテラシー向上に
資する世代別・館種別の博物館活用モデルの
確立、④博物館活用モデルの提示による博物
館の「世代別枠組み」の改善及び利用者の効
果的な博物館活用の促進。 
 
４．これまでの成果 
(1)理論的な枠組みと評価システムの構築 

対話型博物館生涯学習システムの基盤と
なる理論「循環型博物館学」を提案した。評
価項目を策定し、本システムにアンケートの
送受信機能を組み入れた。利用者の個人情報
や学習プログラムの著作権等についてシス
テム利用参加規約書等を策定した。 
(2) 「科学リテラシーパスポートβ」システ
ムの開発と運用 
データベースの活用方法、著作権等処理及

びプログラムの改善・開発に関して各地区で
博物館職員等を対象に研修を行った。25 年度
中には当初予定の全ての地区・機関でシステ
ムの導入が完了し、25 年 7 月より本格運用を
24 機関で展開している。 

博物館利用者はモニターとして登録し、各
地区の博物館の学習プログラムを体験し、個
人の学習履歴を蓄積することができた。半年
程度の運用から改善点を明確にし、利用者、
博物館職員、導入する博物館にとってもイン
センティブがあるシステムに改善した。開発
した学習プログラムデータベースをウェブ
上に公開し、利用者の博物館活用を推進し、
予定された機能を持ったシステムの運用が
可能となっている。平成 27 年 2 月末で登録
学習プログラム情報件数は約 430 件、登録モ
ニターは約 900 名。公開型学習イベントは約
470件（のべ参加者数 18000人以上）である。 
(3)異種館連携による新たな研究萌芽 

「文理融合型の連携プログラム」「鑑賞教
育の手法を科学系博物館に導入した情報発
信プログラム」など、革新的な学習プログラ
ムが開発できた。 
(4)科学リテラシー評価・活用事例の集積 

モニターの科学リテラシー目標の評価項

目に関して変容が認められた。モニターの活
用事例を集積し、それらを分析した結果、博
物館活用の動機について 4タイプ分けの可能
性があることが示唆された。 
 
５．今後の計画 
(1)博物館活用モデルの確立 
今後さらなるデータを蓄積し、分析し、信

頼性、妥当性のある評価方法の確立に資する
とともに、世代別と館種別に活用事例を提示
することとしたい。博物館側から提供された
「世代別枠組み」に対し、利用者の博物館活
の動機と活用事例に基づく「世代別枠組み」
を新たに策定する。最終的に、世代別・館種
別の博物館活用モデルを確立し、公開し、利
用者の博物館活用を促す。  
(2)社会還元の実施 
平成 26 年度に行った関東と東北地区モデ

ルを中心に地域の社会的課題・生活に関する
テーマを取り上げ、テーマに関する学習成果
を他者に伝え、還元し、課題解決に向けて話
し合う機会を設定する。 
(3)国際的な展開 

本研究で開発した「鑑賞教育の手法を科学
系博物館に導入した情報発信プログラム」を
ASPAC 加盟館職員向けのワークショップで
検討し、プログラムの国際的な比較と改善を
進める予定である。 
最終年度は国際シンポジウムを開催し、成

果報告書を印刷・公表するとともに、引き続
き、研究成果を国際学会等において発信し、
国際的な公表を進める。 
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